
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 11 月 9 日（日）石垣市民会館で文部科

学省科学研究費助成事業「水共生学プロジ

ェクト」の一環として「石垣島未来シンポジウ

ム」が行われました。水をとりまく環境・生物・

人が共生する持続可能な社会実現を目指

す取り組みです。午前は持続可能な農業の

実現に向けた研究で国際農林水産業研究

センター、宇都宮大、九州大、東京大、愛媛

大学の先生方からの研究報告、午後からは

未来ワークショップと題して、高校生の研究

報告とパネルディスカッションが行われまし

た。 

研究報告の中では本校の 5 グループ、1

個人「石垣島の漂着ゴミ問題」「鳩間島のヤ

シガニについて」「石垣島の環境政策：自然

の権利はみとめられるか」「石垣島の環境問

題について」「外来種」が環境に与える影

響」「非常食を美味しく進化させる」の報告

が行われ、その報告に対して、東京大学、九

州大学をはじめとする各大学の先生方、そし

て環境省、石垣市の行政の方方からのご意

見を頂きました。中には、専門家ならではの

厳しいご意見もありましたが、本校生の研究

の一つ一つに丁寧に助言と感想を頂きまし

た。 

石垣島だからできる研究に「環境問題という

困難な問題を高校生が研究し、そして楽しん 

 

 

 

 

 

 

でいる、素晴らしい事です」と九州大学の荒

谷先生から感想を頂きました。中でも石垣島

の漂着ごみ問題に取り組んだグループは、

漂着ゴミの国別の区分や、そのゴミで作成し

たハロウィーンの衣装を紹介し注目を浴びて

いました。 

また、パネルディスカッションでは「守りた

い！石垣島の宝物達～天然記念物とロードキ

ル」「地域ぐるみの水環境教育」「マングロ

ーブ」「観光と環境の両立」「子ども大使

（名蔵アンパル子供大使）」「ネイチャー」ポ

ジティブを達成するためには」の発表がなさ

れ、パネラーの皆さんからご意見を頂き、議

論が交わされました。本校発表の皆さんも臆

することなく意見を述べ、大変貴重な時間と

なりました。これらの研究は総合探求の時間

で取り組まれてるもので、今月末に行われる

発表会（１１／2９）、また来月予定している

市民会館（１２／１８）での発表会が今から

楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

八重高だより 
 

No１６ 2025 年 11 月 1４日  校長 大城まち子 

石垣島未来シンポジウム ～高校生と考える島の未来～への参加 


